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第２１期 国立市社会教育委員の会（第１回定例会）会議要旨 
平成２７年５月１９日（火） 

［参加者］柳田、太田、黒田、坂上、川廷、間瀬、田中、髙坂、中野、倉持 
 
［事務局］是松、津田、井田、藤田 
 
事務局 それでは、皆様お揃いになりましたので、第２１期国立市社会教育委員の

会第１回定例会を開催いたします。 
 本日はお忙しい中、お集まりいただきましてどうもありがとうございます。
私は、事務局の生涯学習課社会教育・体育担当係長の井田と申します。どう
ぞよろしくお願いいたします。 
 本来ですと会の進行は、議長にお願いすることとなっているのですけれど
も、まだ議長は決まっておりませんので、それまでの間、私が進行させてい
ただきます。 

 それでは、次第に従いまして会議を進めさせていただきます。 
 最初に是松教育長より委嘱状をお渡しいたします。恐縮ですけれども、お
名前をお呼びしましたら、その場でご起立願います。 

 
（委嘱状交付） 

 
事務局 ありがとうございます。２年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、次第３、諮問提示です。 
 まだ議長が決まっておりませんので、前期に委員を務められました柳田委
員に暫定議長をお引き受けいただき、教育長是松より諮問書をお受け取りい
ただければと思います。 

 
是松教育長 それでは、後ほど柳田先生にお受け取りいただきますが、今期の諮問

内容について、諮問書を読ませていただきます。お手元にもう既にご配付の
ようでございますので、ごらんになりながらお聞きいただきたいと思います。 

 
事務局 資料１の次第の次のページのものになります。 
 
是松教育長 第２１期国立市社会教育委員の議長様。 

 諮問書、社会教育法第１７条第２項の規定により、下記の件について、貴
会のご意見を伺いたく別紙理由を添えて諮問いたします。 
 諮問内容。生涯学習振興推進計画にかかわる基本施策の改定や、重点施策
等のあり方について。 
 諮問理由でございます。平成１８年の教育基本法改正では、第３条に、国
民１人１人が、中略しますが、その生涯にわたって、あらゆる機会にあらゆ

る場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのできる
社会の実現が図られなければならないと生涯学習の理念が明記されました。 
 また、少子高齢化や家族形態の変化等の社会構造の急激な変化により、地
域社会の人間関係の希薄化や、人々の孤立化という課題が生じている中で、
平成２５年１月に提出された第６期中央教育審議会生涯学習分科会議論の
整理では、今後の社会教育行政には、社会のあらゆる場において、地域住民
同士が学び合い、教え合う相互学習等が活発に行われるよう環境を醸成する
役割を一層果たしていくことが求められているとされています。 
 このように、社会教育法を中心とした生涯学習の新たな役割が生まれてき
た今日において、前述の生涯学習の理念である、生涯学習社会の実現のため
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には、施策を体系的に整備し、総合的かつ計画的に進めていく必要がありま
す。 

 これまで国立市では、市民が主体となった生涯学習の取り組みが多く行わ
れてきました。また、社会教育委員の会からは、第１８期で生涯学習計画策
定に向けた課題の抽出についての答申をいただき、それを受け、第１９期で
は、地域による学校支援の方策について、第２０期では、家庭教育支援の充
実について、検討の上、答申をいただいております。 
 これらを踏まえた上で、国立市において、生涯学習が新たな役割を果たす
ための生涯学習振興推進計画の基本施策の体系や重点施策等、そのあり方に
ついて、貴会のご意見を伺いたく諮問いたします。 

 
事務局 続きまして、教育長是松よりご挨拶申し上げます。 
 
是松教育長 改めまして、皆様こんばんは。当市教育委員会教育長の是松でござい

ます。 
 まず、今般、社会教育委員の会、第２１期の委員をお引き受けいただきま
して、まことにありがとうございます。また、本日は、お忙しい中、少し天
気が不順な中、第１回目の社会教育委員の会にご参集いただきまして、まこ
とにありがとうございます。 
 今、仮の議長に、今期の諮問書をお渡しさせていただきました。これから
日本の社会は、少子高齢化、しかもそれが人口減少を伴っての少子高齢化と
いう社会を迎えてまいります。 
 こうした中で、生涯学習として、その中核にある社会教育、こういった役
割がますます重要になってきていると思います。何よりも社会を明るく元気
にしていくという意味で、市民、国民がともに学び合う、あるいはみずから
学ぶという社会教育、生涯学習の役割が日本を元気にする上でも必要なのか
なというふうに考えていますし、また、食糧問題、環境問題、さまざまなグ

ローバルな問題を抱える中で、持続可能な社会の実現というようなことも言
われております。市民、国民がそういったことに関する知識や情報を共有、
あるいは獲得する、もしくは啓発をしていくということが、生涯学習の大き
な役割ではないかなというふうにも思っております。 
 こうした中、国立市は、平成２８年度から、第５期の国立市基本構想を策
定する準備に今、入りました。市の基本構想といいますのは、市のこれから
のまちづくりの基本方針や基本理念を定めようというものでございます。そ
の基本構想ができて、その下に実質的な基本計画や実施計画というものがつ
くられていく、計画行政の中で根本になるもの、いわゆる計画行政のいわば
法律で言えば憲法みたいなものなのですけども、それの策定に入りました。
当然ながら、そうした基本構想の中にも、私が先ほど申し上げたような視点
での生涯学習の役割というものを期待される内容が入ってくるというふう

に思っております。 
 そうした中で、前回、家庭教育をやっていただきまして、その前が学校教
育の支援ということで、それぞれ今、生涯学習としてその成果を社会に還元
していく、家庭教育への支援、学校教育への支援というものの答申をいただ
いております。 
 さらにその前には、こうした生涯学習の役割について今後、どのように計
画に持っていったらいいのかというような課題の抽出もいただいた上での
個別論ということで２期やっていただきましたが、もう一度、一循環して、
改めまして、その基本構想策定に向けて、準備段階として、この今回お示し
させていただきました生涯学習振興推進計画に係る基本施策の改定、重点施
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策をどういうふうに持っていけばいいのかというようなことを、ぜひご審議
いただき、ご意見を賜ればというふうに思っている次第でございます。 

 非常に大きなテーマになってしまって申しわけございませんが、２年間、
できれば今後の施策、計画に資するご答申をいただければというふうに期待
しているところでございます。ひとつよろしくお願いいたします。 

 
事務局 ありがとうございます。 

 教育長は所用がございますので、ここで退席させていただきます。 
 
是松教育長 よろしくお願いいたします。 
 
事務局 次第５に入るところなのですけれども、前後しますが資料確認をここでさ

せていただければと思います。 
 順番が崩れてしまっているかもしれませんが、まず、最初が、第２１期国

立市社会教育委員の会、第１回定例会次第と書かれたＡ４縦の１枚のもの。 
 続きまして、コピーされております諮問書と、その理由です、別紙になり
ます。右上に資料２と書かれております、第２１期国立市社会教育委員とい
う名簿です。 
 続きまして、資料３、社会教育委員に関する参考資料、Ａ４、２枚である
かと思います。 
 黄色のパンフレット、「わたしたちのまちの社会教育委員さん！」という
ものはございますでしょうか。 
 右上に資料４と書かれております連絡事項、Ａ４、２枚のもの。 
 それと、ホチキスでとじられております厚手のものが３つ、第２０期、
１９期、１８期のテーマの答申、ホチキスどめのものが、１０枚ぐらいとじ
られたものが３部ございますでしょうか。 
 あと、今日の資料というわけではないですけれども、公民館だより、参考

までに配らせていただいております公民館だよりと図書室月報になります。 
 今日の資料は以上になりますけれども、不足のある方はいらっしゃいます
でしょうか。よろしいでしょうか。 
 続きまして、次第５に移らせていただきます。 
 次第５は、社会教育委員について。右上に資料３と書かれたものに沿って
説明させていただきます。社会教育委員に関する参考資料と書かれたもので
ございます。 
 既に２期目の方もいらっしゃいますので、社会教育委員の会、どういった
ものかご存じの方もいらっしゃるかもしれませんが、改めて説明させていた
だきます。こちら、内容を読み上げる形で説明させていただきます。 
 まず１つ目、社会教育委員は、社会教育法に基づいて、都道府県及び区市
町村に設置され、教育委員会に対し助言し、あるいは教育委員会がこれに対

し諮問する機関となっております。 
 ２つ目、設置は任意であって、義務ではございません。 
 ３つ目、社会教育委員委嘱の基準でございます。学校教育及び社会教育の
関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験のある者の中
から、教育委員会が委嘱すると、国立市の条例に定めております。 
 こちらなのですけれども、前期のときに委員さんからご質問いただいたと
ころではあるのですけれども、地方分権に基づきまして、法律が改正されま
して、ここに書かれた方以外も委嘱できるようになりました。例えば公募の
市民委員なども取り入れている市も中にはあるのですけれども、地方分権の
際に市で改めて検討いたしましたけれども、省令で、参考資料をめくってい
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ただいて２ページの一番下になるのですけれども、こちらの省令の中で、社
会教育法、括弧内飛ばしまして、第１８条の文部科学省令で定める基準は、

学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並び
に学識経験のある者の中から委嘱することとするというのは、参酌すべき基
準ということで定めておりますので、こちらを参考にさせていただいたのと、
あと、国立市は社会教育委員の会１０名という委員の中で、団体関係者の声
を聞きたいということがございまして、従来どおり、これも変わらずにこの
ままとさせていただいております。 
 ４つ目になりまして、社会教育委員は、独任制の機関であり、その職務権
限は原則として個々の委員が単独で遂行し行使するが、教育委員会の諮問に
応じて意見を述べるときは、委員の会議を開いて、これを行わなければなら
ないとございます。国立市では毎月定例会議を行いまして、委員の皆様から
ご意見を伺いまして、意見を伺う中で諮問に対する答申をつくっていくとい
うことで、定例会を開かせていただいております。 

 次の５つ目になりまして、社会教育委員は、地方自治法上、執行機関の付
属機関にあたり、その身分は非常勤の特別職地方公務員となっております。 
 次の四角です。社会教育委員の職務は、社会教育に関して教育長を経て教
育委員会に助言するために、①社会教育に関する諸計画を立案すること。②
諮問に応じて意見を述べること。③これらのために必要な研究調査を行うこ
と。さらに、市町村の委員に限って、特に教育委員会の委嘱を条件に、青少
年に関する特定の事項について社会教育関係団体、社会教育指導者等に実践
的な助言と指導を与えることができるとあります。 
 最後になります。社会教育委員はその権限としまして、教育委員会に出席
し、社会教育に関して意見を述べることができるとございます。 
 ２ページ、３ページに、関係する社会教育法ですとか、国立市の社会教育
委員に関する条例などを掲載させていただいておりますけれども、２、３、
４ページですね。こちらは後ほどごらんいただければと思います。 

 あと、黄色のパンフレットですが、「わたしたちの町の社会教育委員さ
ん！」というパンフレットがございますので、こちらも参考になるかと思い
ますので、お時間がございましたら、お読みいただければと思います。 
 社会教育委員についての説明は、以上となりますけれども、何かご不明点
はございましたでしょうか。よろしいでしょうか。 
 それでは、続きまして、次第６、委員自己紹介に移らせていただきます。 
 恐縮ですけれども、３分前後で自己紹介をお願いしてもよろしいでしょう
か。順番なのですけれども、配付資料２の委員名簿順とさせていただきたい
と思います。 
 まず、黒田委員、お願いできますでしょうか。 

 
黒田委員 皆様、こんばんは。このたび社会教育委員ということで委嘱を受けまし

た。学校教育関係ということで、国立市立小中学校校長会の代表として参り
ました黒田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。校長会の代表と
いうことですが、私が勤務している学校は、国立第一中学校でございます。 
 私、教員になって３０年になるのですけれども、今から７年前、平成２０年
から４年間同じ国立第一中学校で副校長として勤務をいたしました。その後、
国立第六小学校へ校長として参りまして２年間、そして、また国立第一中学
校に戻りまして、校長として１年の勤務を終えたところでございます。 
 国立市には７年間お世話になっておりますけれども、少しでもお役に立て
ればというふうな思いで今回、お受けをすることにいたしました。学校の教
育といいますか、義務教育の立場からでのお話をさせていただくことになる
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のではないかと思いますけれども、何かご参考になれればと思っております。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 
事務局 ありがとうございました。 

 続きまして、坂上委員、お願いいたします。 
 
坂上委員 はじめまして、坂上と申します。よろしくお願いいたします。 

 日本放送協会学園、いわゆるＮＨＫ学園というすぐそこにある通信制の高
等学校で事務方といいますか、主に生徒募集活動、それから、若干は教育に
何か資することはできないかということで勤めております。ＮＨＫ学園に来
たのが４年前ぐらいですので、それ以前は、ＮＨＫでずっと番組をつくって
いました。多分、前任の矢野も同じようなことを申し上げたのではないかと
思いますけれども、私の場合は、比較的多いのは文化財関係ですか。だから、
金閣寺の中に入って漆の張り直しを撮影するとか、それから、なぜかその後

３０年ぐらい間を置いて、今度は銀閣寺へ行って、銀閣寺はもともとは白い
土が塗ってあった真っ白の建物であったとか、そんなことを取材して、あと
は比較的知られているのは、「課外授業ようこそ先輩」という番組があった
のですけれども、その番組をスタート時からずっと面倒を見ていた。ですか
ら、番組はつくっていたのですけれども、特にようこそ先輩とかやっている
分には、毎回小学校にお邪魔して仕事をさせていただくということでやって
まいりました。今回は、ＮＨＫ学園に勤めているというご縁で呼んでいただ
けたということかと思います。 
 また、まだ初めてですので、右も左もわかりませんので、どういうお手伝
いができるのか、場合によってはつき合いのある出演者を引っ張り出すとい
うこともあるのか、ないのかわかりませんけれども、そういう面では、多少
はお手伝いできるかと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

事務局 ありがとうございます。 
 続きまして、川廷委員、お願いします。 

 
川廷委員 川廷と申します。よろしくお願いします。図書館協議会のほうから参り

ました。 
 私は、今はもう退職していますけれども、長く多摩地域の公立図書館で働
いていたご縁で図書館協議会の委員として働かせていただいていますけれ
ども、その関係で、社会教育委員の会という少し範囲が広くて、戸惑うこと
もすごく多くて、そういった議論についていけなかったりもしました。今回
も図書館協議会から社会教育委員ということで来ましたので、できるだけ頑
張りたいと思いますので、よろしくどうぞお願いいたします。 

事務局 ありがとうございます。 

 間瀬委員、お願いいたします。 
 
間瀬委員 はじめまして。公民館運営審議会から参りました間瀬と申します。名簿

のほうで審議委員会となっていますけれども、正確には公民館運営審議会が
正式になります。 
 前期、それから今期の公民館運営審議会、２期連続で務めさせていただい
ておりまして、今回、前回佐藤節子さんが公民館運営審議会から来ていたと
思うのですけれども、変わりまして、私のほうが担当させていただきます。 
 国立市民でして、もう十六、七年になりますか、一橋大学入学をきっかけ
に国立市に移ってまいりまして、それ以後、卒業後も国立市に残りまして、
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今は本職のほうは企業支援、要は地域の中で、国立の中で、仕事を始めると
いうような方たち、会社をつくったりとか、商店をつくったりとか、あるい

はいわゆるビジネスに限らず、地域の中でコミュニティのプロジェクトみた
いなものを立ち上げようとしている方々のサポートみたいなものをさせて
いただいております。 
 それ以外、最近ですと、くにたちアートビエンナーレ２０１５ということ
で、市を挙げてのアートのお祭りというのを８月末までやっておりますけれ
ども、そちらの実行委員会というのがございまして、それは市民中心のもの
になりますけれども、実行委員長を務めさせていただいております。 
 そういった形で、いろいろな形で国立のほうでかかわらせていただいて、
そういったまだまだ若いので拙いところもあるのですけれども、何かこれま
での経験とか知識が、今回のこの社会教育委員の会の中で生かせればいいか
なというふうに思っております。よろしくお願いいたします。 

 

事務局 ありがとうございます。 
 田中委員、お願いいたします。 

 
 
田中委員 はじめまして、田中と申します。よろしくお願いします。名簿の中の名

前がちょっと違っておりまして、所属団体がくにたちＮＰＯ活動支援室運営
協議会となっておりますけど、２年前に名前を変えまして、今、くにたち地
域コラボ、地域が漢字でコラボが片仮名なのですけど、市の委託先としては
ＮＰＯ活動支援室なのですが、運営主体の組織名が今、くにたち地域コラボ
に変わりまして、その代表を務めております。 
 本業は、編集・ライターでして、国立では「国立歩記」という雑誌をつく
っております。お住まいの方にはポスティングで入っていると思うのですけ
ど、編集の仕事をしております。 

 あとは、一橋の学生たちと、富士見台団地の１号棟の１階にＮＰＯ法人を
やっておりまして、とれたの・ここたのという名前をご存じでしょうか。そ
のような学生と商店街と一緒にまちづくりをやって１４年ぐらいになりま
す。 
 もう１つ、国立市の農業委員も務めております。また１８期の諮問の最後
の１年だけ、実は図書館協議会から出向で参加して、社会教育委員は二度目
なのですけど、１８期の諮問をさせていただきました。 
 大変深くて広くて、時代とともに変わっていく大きな課題が、いろんな家
庭とかほんとに社会教育っていろんなところにつながるもので、とても難し
かったのですけど、また今回もできるかどうか、一生懸命頑張りますので、
よろしくお願いいたします。 

 

事務局 ありがとうございます。 
 続きまして、髙坂委員、お願いいたします。 

 
髙坂委員 どうもこんばんは、髙坂と申します。よろしくお願いいたします。 

 主任児童委員は、国立市に４名おるのですけれども、順繰りというわけじ
ゃないですけれども、交代でこの会の担当をするということで私の番が回っ
てまいりました。 
 国立に住みまして１３年目になります。６年ほど前、７年になりますかね、
私と妻の残っていた両親、３人が同時に介護が必要な状況になりまして、そ
れで、妻はまだ勤め続けたのですが、私のほうが条件がいいということで、
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それに全てをやんなきゃならないということで、ずっと勤めているところを
やめて、３人の世話をしながらということできました。その間に私の父は亡

くなって、今、両方の母親だけが残っているのですけど、まだ今ちょっと片
方は危篤までいきませんが、その一歩前段階まで来ていますけど、そんなよ
うな中で、家におりましたので、何かということで、地域の東には、環境改
善推進委員という、自治会なのですけれども、そのような大仰な名前の自治
会がありまして、そこの役員を、これは順番で回ってきたのですけど、引き
受けたところが、私の地域の担当が１９軒の中で、ひとりでお住まいの高齢
者の方が３名もいらっしゃって、あと、お二人でお住まいなのですけど、両
方とも重病であり、片方の方はほとんど歩けないという状況の中で、これは
このまま順繰りに回していっていいのかということで、ずっとそれを引き受
けていく中で、よっぽど暇なのだなと思われてしまって、主任児童委員にな
らないかということで、推されてなって現在に至っております。 
 前身は、私立、公立の中高をずっと教えてまいりました。私立でも管理職

をやったのですけど、いろんなところを教育の関係で見ているということだ
けがあれでした。また、ニュージーランドで、ラグビーがライフワークです
が、ニュージーランドの教育の様子もちょっと見てきたこともあります。 
 最近２つの大きなことが心に残っています。うちの隣の家、長らく売りに
出していたのですけれども、このほどある家族が引っ越してまいりました。
子供３人おります。斜め前のアパートにまたご家族の方が引っ越して、小さ
い子が２人おって、家の前の路地というのは、片方がすぼまっていて車が通
らないのですね。このところ４月になってからすごく子供の声が、そこでわ
いわいわいわい遊んでいるのですよ。それがとても心地よくて、昔の昭和の
時代には、子供の声が響かない路地ってなかったのですけど、そこに子供た
ちの声が戻ってきて、僕はすごくうれしく思っています。 
 先日、白いチョークだけで書いていたので、どうしたことかいっぱいチョ
ークがあるので、黄色や青や、声かけたら喜んでいろいろ書いていて、そん

な路地って最近見ませんよね、子供たち。昔はろうせきでしたけどね。そう
いううれしいことが少しあった。そうなると、子供たちの顔を見ていると、
何かできないかな、子供たちに何かできないかなというふうな気持ちになっ
ています。 
 もう１つ最近思っていることなのですけども、書道の指導をしていまして、
今、５６歳の方から小学校３年生まで、途中は教員を目指している大学生、
先生なのに字下手だと、というようなことで教えているのですけどね。そう
いう幅広い、大人の人は夕方なのですけど、３年生を教えた次に五十何歳を
教えるとか、そういうのをやっていると、ほんとに一生学び続けるってこと
はすごく、自分も小さい子や５０歳で筆を持とうと思った方と一緒にやって
いてすごく学ぶことが多くて、自分もそういった方にいろいろ感化されて、
まだまだ頑張らなきゃいけないことがいっぱいあるなというふうに思って

いるところでした。こういう役を仰せつかることになりまして、何かしらお
力になれたらと思っております。 
 ちょっと長くしゃべってしまいました。ありがとうございます。よろしく
お願いいたします。 

 
事務局 ありがとうございます。 

 中野委員、お願いいたします。 
 
中野委員 こんばんは。中野と申します。 

 私は、これに書いてあります、育成会にかかわって２０年ほどになるので



 8 

すけど、六小、黒田先生が、前の学校の六小の校長先生だったときに一緒に
やらせていただきました。今、委員長として活動をさせていただいておりま

す。 
 私は、教育の専門ではありませんけど、地域活動は随分いろいろやってお
りまして、この育成会のほかにも、地域の自治会の副会長であったり、ボラ
ンティアのグリーン会議の代表であったり、また、郷土の会の理事なんかも
務めておりまして、結構休日は忙しく動いておりまして、今回、このような
お話をいただいて、専門でもないのにこのようなお話で、育成会委員長会の
代表で、右も左もわかんないのに、行けば何かわかるのではないかというこ
とで、今、皆様のお話を伺っていますと、私のほうが何か学ばせていただく
ことが多いのではないかなと思いますけど、地域ということで、生涯学習と
いうことを考えると、学びながら私の経験なんかもお話できるのではないか
なと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

事務局 ありがとうございます。 
 柳田委員、お願いいたします。 

 
柳田委員 こんばんは。東京女子体育大学の柳田です。 

 先ほど黒田先生が教員になられて３０年ということでした。私は、３０年
前にちょうど大学生になりました。その間、立川市、武蔵村山市、東大和市
というふうな形で住みわたっていたのですが、今は日野市に住んでおります
が、国立市には、なかなか住めなかったというところですが、職場が国立と
いうことで、何かと国立市では学校としていろいろと活動に参加させていた
だいております。私、専門は作曲学科という科を出まして、それでいろんな
作曲家のいろんなさまざまなスタイルの研究をやっております。 
 生涯学習とは、その点から言うとほど遠いところにあるのかなと思います
が、大学ではスポーツと音楽の関係ということで、高齢者スポーツ、あるい

は体操と音楽ということで、多くのところに楽曲の提供とかをさせていただ
いたりしております。 
 この会で、委員の皆様、かなり専門家の方々、ご経験豊富な方々がいらっ
しゃることですが、私もいろいろと学ばせていただきながらお役に立ててい
けたらと思っております。どうぞよろしくお願いします。 

 
事務局 ありがとうございます。 

太田委員、お願いいたします。 
 
太田委員 太田と申します。一橋大学の社会学部で、主に教育担当の科目を担当し

ております。 
 自分の専門というのは、なかなかちょっと説明しづらいのですけれども、

２０年少し前に一橋大学の社会学部に入学しまして、そこで教育社会学とい
うものに触れまして、そのころから国立に住んだり、国立の近くに住んだり
ということで、国立歴は結構長くなったのですが、社会学の立場から教育の
問題について考えるというようなことをずっとしてまいりました。 
 例えば、今、私が所属している大学の組織は、地球社会研究専攻という大
学院の組織なのですが、グローバルなさまざまな地球規模の問題を学際的に
考えるというところにおりまして、例えば環境問題ですとか、開発の問題、
昔でいうところの南北問題のような格差の問題ですとか、それから、ジェン
ダー、セクシュアリティの問題、さまざまなマイノリティーの問題というも
のをいろんな角度から扱っているようなことを日々、学生や大学院生とやっ
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ております。 
 私自身は、労働者教育、労働運動の歴史などを研究のテーマとしてきて、

その中で社会運動を立ち上げる中で、どういうふうに教育や学習が組織され
て機能してきたのかというようなことを研究してきたのですが、最近は、も
う少し幅を広げようということで、さまざまな社会運動と教育がどのように
結びつくのかというようなことを、いろんな角度から見ようという研究をし
ております。 
 前期というか、第２０期もこの委員を務めさせていただきまして、家庭教
育の支援についてというのがテーマで、非常に難しくて、行政が家庭教育と
いうものにどのようにかかわることができるのかという、当初からとても難
しい議論を２年間、ほかの方々とご一緒させていただいたのですが、なかな
か難しい問題であっただけに得るものも大きくて、すごく貴重な学びの機会
をいただいたなというふうな気がしております。 
 今期は、生涯学習の推進計画にかかわることということで、わりと議論が

しやすいものなのかなと思ってちょっと安心しているところなのですけれ
ども、先ほど申し上げましたような、私の基本的な問題関心というか、これ
までやってきました仕事も、ぜひかかわらせたいなというふうに思っており
ます。誰のためにどういう目的で生涯学習を推進するのか、それが誰にとっ
てどういう影響を与えるのかというようなところにちょっとこだわりなが
ら議論に参加をさせていただければなというふうに思っております。どうぞ
よろしくお願いいたします。 

 
事務局 ありがとうございます。 

 倉持委員、お願いいたします。 
 
倉持委員 東京学芸大学の倉持です。どうぞよろしくお願いします。 

 私は、専門は、まさにというか社会教育、生涯学習を専門にしておりまし

て、隣の小金井市に大学はありますけれども、小金井市の社会教育委員を、
ほんとは３期までだったみたいなのですけど、４期目を今やっているところ
でして、小金井市も今、生涯学習推進計画の次の見直しに入っているところ
なのですけれども、その作業なんかに取り組んでおります。 
 多分、ちょっと欲張りだと思うのですけれども、武蔵野市のほうでも社会
教育委員を２期ぐらいかな、やらせていただいておりまして、多分その経験
もあってお声がけいただいたのかなというふうに思っております。 
 一応、大学では社会教育や生涯学習の授業を教えているのですけれども、
私自身、この世界に入ってきたのは、今日も皆様のお話を興味津々で聞いて
いたのですけど、学生のころに、実際に地域で学び合う講座に参加させても
らったり、見学させてもらったりする中で、自分の、学校教育しか知らなか
った自分自身にとっては、非常に楽しく豊に学び合っている大人たちの様子

というのを見て、大人になっても学ぶとか広がるとか、成長するとかあるの
だなというのを、実体験として感じたのがきっかけで、今この世界に入って
きたということもあるので、今、学生にもそういう経験をしてもらいたいな
というふうに思って、近くの国分寺市とか立川市の公民館と協働して、市民
の方と一緒に活動したり、それを学生にとっては授業としてやってみたり、
市民のいろんな委員さんたちにも協力していただいて、学びを広げるという
ような活動をしています。 
 皆様のお話を聞きながら私も勉強していきたいなと思いますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。 
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事務局 ありがとうございました。 
 今の中で名簿に誤りが何点かございましたので、次回のときにまた改めて

名簿を配付させていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいた
します。 
 事務局ですけれども、名前だけ紹介させていただきます。 
 生涯学習課長の津田でございます。 

 
事務局 どうぞよろしくお願いいたします。 
 
事務局 続きまして、私、生涯学習課社会教育・体育担当係長の井田と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 
 生涯学習課の藤田でございます。 

 
事務局 藤田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 
事務局 どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、議題７、議長・副議長の選任に移らせていただきます。 
 最初に議長を、次に副議長を委員の互選によって決めさせていただきたい
と思います。 
 まず、議長なのですけれども、立候補ですとか推薦をお受けいたしたいと
思います。まず、議長に立候補される方はいらっしゃいますでしょうか。 
続きまして、どなたか推薦される方はいらっしゃいますでしょうか。川廷

委員。 
 
川廷委員 前期も委員をやっていただいていた柳田先生はいかがでしょうか。 
 

（ 拍  手 ） 

 
事務局 既に拍手をいただきましたので、ご異議ないということで、柳田委員に議

長のほうはどうぞよろしくお願いいたします。 
 続きまして、副議長の立候補、推薦をお受けいたしたいと思います。まず、
立候補される方はいらっしゃいますでしょうか。 
続きまして、推薦される方はいらっしゃいますでしょうか。 

 
柳田議長 私、太田先生に副議長をお願いしたいと思います。 
 

（ 拍  手 ） 
 
事務局 ありがとうございます。ご異議なしということで、太田委員に副議長をお

願いいたしたいと思います。 
 恐縮なのですけれども、柳田議長と太田副議長に席の移動をお願いしたい
と思います。窓際の議長、副議長と書いてあります席に、恐れ入りますが、
ご移動をお願いいたします。 

 
（議長席、副議長席に移動） 

 
事務局 席の移動ありがとうございます。 

 ここからの会議の進行を柳田議長にお願いいたしたいと思います。よろし
くお願いいたします。議長、簡単にご挨拶からお願いいたします。 
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柳田議長 ただいま議長を仰せつかりました柳田と申します。このような役は大変

ふなれでございまして、委員の皆様にご心配をおかけすることが多くあると
思いますが、皆様の力をおかりしながら頑張っていきたいと思います。どう
ぞよろしくお願いします。 
 それでは、副議長の太田先生、一言ご挨拶をよろしくお願いします。 

 
太田副議長 太田です。私なんかが副議長で皆様ご心配されるのではないかと不安

ですが、できるだけ議長をサポートできるように頑張っていきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 
柳田議長 ありがとうございます。２年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、次第の９の事務局からの連絡事項についてに移ります。事務
局よりご説明をお願いします。 

 
事務局 それでは、事務局より配付資料の連絡事項に沿いまして、ご説明させてい

ただきます。 
 まず、１番、今後の会議の日程と会場についてご説明いたします。 
 今後の会議についてです。月１回、夜の７時から市役所の会議室で行いた
いと考えています。日程についてですけれども、当初、第３火曜日という話
もお伝えした委員の方、いらっしゃるかと思うのですけれども、ご都合の悪
い委員さんがいらっしゃったことがございまして、できれば同じ火曜日で、
第１、もしくは第４火曜日に実施できればと考えております。皆様のご都合
もあるかと思いますので、この説明の後に皆様の日程調整をお願いしたく考
えております。 
 続きまして、２番、次回以降の社会教育委員の会の審議の内容についてご
説明申し上げます。 

 次回以降の会議について、案の段階のものでございますが、ざっくりとし
たものでございますが、下記の表のとおり審議を進めたく考えております。 
 ざっと説明させていただきますと、一番上の２７年５月、本日になりまし
て、委嘱をさせていただくような内容でございます。 
 次回、６月から翌年の１月までの間に、皆様の中で課題の共有ということ
で題しまして、例えば本日、資料５として１８～２０期の委員の皆様から提
出していただきました答申をつけております。どういう答申が出ているかと
いうことですとか、あとは、国立市の現状というところを、事務局であった
り、もしくは委員の皆様からご報告いただく中で、出てきた現状と課題とい
うところを検証していただくという作業を、翌年１月までしていただきたい
というふうに考えています。 
 次の２月から７月までの間については、諮問の根幹にかかわるところで、

「生涯学習振興・推進計画に関わる基本施策の体系や重点施策等、そのあり
方について」というふうに題しまして、そういった内容について、じゃあ具
体的にどういうことが国立市に必要なのかということを検討していただき
たいと思っています。 
 また、その中で、他区市町村の先行事例の紹介やヒアリング、また国や都
の施策についての情報収集など、必要に応じて、委員のご意見をお聞きしな
がら行っていきたいというふうに考えています。 
 ８月から翌年の２月にかけまして、答申の作成に向けてというところで、
骨子案ですとか、文案を皆様におつくりいただくというようなことを含めま
して、３月には答申を完成させていただくようなざっくりとしたものになる
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のですが、このような審議の中で答申をというところを皆様にお願いしたい
と考えております。 

 この中で、具体的にどの月にどういうことをやっていくのかというところ
については、次回皆様の中でご議論いただければと考えております。 
 次のページに移っていただきまして、２ページの３、委員名簿の掲載につ
いてというところに移ります。 
 配付資料２の所属団体等の、先ほど訂正させていただきました所属団体等
というところがございますが、そこの部分を除いて、推薦の学校教育関係だ
とか、表の中の左から２番目までのところについて、市のホームページに掲
載させていただきたく考えておりますので、ご了承いただければと思ってい
ます。 
 ４、会議中の発言等についてということになりまして、社会教育委員の会
についてなんですけれども、会議録を作成しております。今も会議を録音さ
せていただいているような状況でございます。 

 ご発言いただく際には、発言者の確認をさせていただきたいと思いますの
で、発言の始めにお名前を必ず言っていただく形をお願いしております。議
論している中で、藤田ですとかというふうに言っていただいてから発言をお
願いいたします。 
 また、議事録の公開ですけれども、国立市社会教育委員の会においては、
教育委員会の議事録の公開に合わせて、諮問機関になりますので、この会議
についても準じる形でホームページに掲載しているところでございます。も
ちろん、ホームページに掲載するに当たっては、ご発言いただいたそのまま
を掲載するということではなくて、こちらのほうで反訳委託を出しまして、
その原稿ができ上がった段階で、皆様に目を通していただいて、その会議中
の議論になりますので、後日修正いただくことというのも構いません。その
後、事務局の中で調整をした後に市のホームページに掲載したいというふう
に考えています。 

 また、当会議は傍聴が可能ということになっております。 
 では、５番、報酬等という項目に移らせていただきます。 
 国立市の社会教育委員は、「非常勤特別職員の報酬および費用弁償に関す
る条例」に基づきまして、日額報酬が９,１００円と定められております。
また、国立市以外に視察、研修をされた場合の旅費につきましても実費をお
支払いすることになっております。 
 報酬、旅費につきましては、月末締めの翌日１５日払いという形になりま
すので、本日、新規の委員の皆様にはご提出をいただいております振込依頼
書記載の金融機関にお振り込みをさせていただきたいと思っております。 
 なお、この旅費については、市役所から出発をするということを想定しま
して、ご自宅、さまざまなところにお住まいかと思うのですけれども、市役
所を起点にした形でのお支払いになることをご了承いただければと思って

います。 
 次のページに移らせていただきまして、６番、平成２７年度都市社連協事
業日程についてでございます。 
 東京都市町村社会教育委員連絡協議会という組織がございまして、東京都
の市町村の社会教育委員等の皆様を対象に、社会教育の振興を図り、その充
実を期するため、また、会員相互の連携を密にし、あわせて会員の資質の向
上を図るということを目的とした組織がございます。下記の表のとおりに、
年間３回程度の行事がございます。 
 第２ブロック研修会というのが、毎年１０月から１１月の期間に、今年に
ついては、武蔵村山市で開催する予定になります。第２ブロックについては、
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立川市、昭島市、国分寺市、東大和市、武蔵村山市、国立市の６市で組織す
るブロックになりまして、毎年、幹事市が交代するような形で、その市なら

ではの議題に基づいて研修を行うようなものでございます。詳細については、
また連絡が来次第ご連絡させていただきます。 
 ２番目、交流大会というものになるのですが、こちら日にちのほうが決ま
っておりまして、１２月５日土曜日の午後に、場所は、西東京市保谷こもれ
びホールのほうで開催されるとのことです。こちらについては、各ブロック
研修会の報告だとか、パネルディスカッションを行う予定ということでござ
います。 
 その下に行っていただきまして、定期総会というものが、来年の２８年の
４月１６日土曜日の午後に、同じく西東京市保谷こもれびホールのほうで開
催される予定でございます。定期総会だとか、交流大会、第２ブロック研修
会と、年間３回の行事ですので、皆様、お忙しいところではあるかと思うの
ですが、ぜひご参加いただければありがたく、ぜひお願いしたいというふう

に考えております。 
 私のほうからの連絡事項としては以上でございます。 

 
柳田議長 ありがとうございました。ただいま連絡事項について、事務局からの説

明が終わりました。 
 これから、ご質問、ご意見を承りますが、先ほど説明がありましたように、
会議中の発言等についてということで、会議記録を作成するために、ご発言
の際は、最初にお名前をおっしゃってからということでご発言いただきます
ようお願いします。白熱しますと、名前が消えてしまって、後で名前を確認
するのが非常に大変ということがありますので、ご協力よろしくお願いしま
す。 
 それでは、まず、会議日程の件ですが、これまで第３火曜日ということで
会議を開いておりました。先ほど、ご提案がございましたように、第１、も

しくは第４火曜日の夜７時からの開催ということですが、ご都合が悪い委員
の方はいらっしゃいますでしょうか。 

 
間瀬委員 間瀬です。 

 早速、来月の第１火曜日はだめなので、第４火曜日だったらばとりあえず
大丈夫そうです。 

 
柳田議長 今、第１の都合が悪いということが出ましたが、これは定期的に第４、

あるいは第１という形でしょうか。 
 
事務局 そうですね。できれば週を固定してやっていただけるとありがたいかなと

いうふうに思います。 

 
柳田議長 今、第４火曜日ということが出ましたが、第４火曜日でご都合の悪い方

はいらっしゃいますでしょうか。よろしいでしょうか。特にないようですの
で、今後の会議は第４火曜日の夜７時からということで開催させていただき
ますので、どうぞよろしくお願いします。 
 そのほか何かご質問等ございますでしょうか。 

 
田中委員 田中です。 

 質問で、第４火曜日が休日の場合でも開催するということですよね。 
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事務局 今、申し上げようと思っていたのですけれど、実はカレンダーをめくって
おりましたら、９月の第４火曜日がシルバーウイークと呼ばれています５連

休の４日目、９月２２日になります。基本的には平日の場合に、休日の場合
はどちらかにずらしたいと思っております。ちなみに９月なのですが、第
５まで火曜日がございまして、皆様、委員のご都合がよろしければ、第５火
曜日の２９日にさせていただければと思っております。なかなか今の時点か
らですと、ちょっと先ですので、まだ予定が読めない部分もあるかと思うの
ですけど、今の時点では、皆様、９月２９日ご都合よろしいでしょうか。 

 
黒田委員 すみません、黒田ですけれども、９月の第５火曜日につきましては、若

干厳しいのです。それから、その前倒しで第３にしていただいても都合が悪
くて、この時期はちょっとうまく調整していただけるとありがたいと思いま
す。 

 

事務局 個々の都合は、あるかもしれませんけども、まずはちょっと固定させてい
ただきたいということと、あと、できればこのように祝日の場合は、基本的
には翌週にずらすような形で、できればさせていただきたいと思いますので、
ご提案を申した９月２９日ということで、９月の分は、仮という形ですけど、
させていただく形でもよろしいでしょうか。 

 
柳田議長 今、定例は、第４週ということで、９月のように、休日があった場合は

翌週ということで、９月については２９日という提案がございましたが、い
かがでしょうか。それで進めてよろしいでしょうか。 
 では、ないようですので、そのようにさせていただきます。ありがとうご
ざいました。 
 そのほか、ご質問等ございますでしょうか。 
 会議は、昨年と同じように、時間としては２時間程度でということでしょ

うか。 
 
事務局 そうですね。７時から開始させていただきまして９時までというのが通常

どおりなのですけれども、議論の内容によっては若干前後することはあるか
と思いますが、大体２時間程度を見ていただければと思います。 

 
柳田議長 ありがとうございました。７時から９時までの２時間ということで、２時

間以内で終わるようにどうにかまとめられるようにしていきたいと思って
おります。よろしいでしょうか。 
 そうすると次回は、先ほどございましたように、今後のテーマを決めると
いうことでしょうか。 

 

事務局 そうですね。事務局で大体、過去どういうようなことをやってきたのかと
いうところを参考に、たたき台のようなものを作成させていただくようなこ
とを考えています。そこから委員の皆様にご意見を頂戴して、今後の審議日
程を考えさせていただければと思います。 

 
柳田議長 ありがとうございました。では、次回はそのような形で進めていきたい

と思います。 
 なければ、本日予定しておりました案件は全て終了をしました。 
 次回会議ですが、６月２３日の火曜日の午後７時からの開催となります。 
 以上で本日の会議は終了いたします。ご苦労さまでした。 
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―― 了 ―― 


